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児童館等における遊びのプログラムの開発・普及と普及方策を検討するための 

調査研究業務 報告書（一部抜粋） 

実施団体：一般財団法人 児童健全育成推進財団 

 

本調査研究では、全国の児童館等において活用することができる遊びのプログラムを開発、

普及するとともに、その普及方法のあり方を検討することを目的として、①全国３か所の大

型児童館等で健全育成に関する関係者を対象としたワークショップを開催し、児童館等で

利用することが多くできる遊びのプログラムを開発、②開発したプログラムを地域の児童

館等で実施するとともに、③地域の健全育成に関する関係者を対象に、開発したプログラム

を紹介し、体験できる「遊びのプログラム実践交流会」を開催した。 

 

実施体制 

 

企画・検討委員 

白田好彦（認定ＮＰＯ法人カタリバ シニアマネージャー） 

石井碧（プロ・ナチュラリスト） 

杉本拓哉（国立障害者リハビリテーションセンター自立支援局秩父学園作業療法士） 

引原有輝（千葉工業大学 創造工学部 教育センター 教授） 

   

  １．企画・検討委員会の開催 

本事業の実施に際しては、有識者による企画・検討委員会を設置し、専門的助言を受けた。 

 

（１） 開催日と場所 

第１回 令和元年 6月 10日（月）10:00～12:00 日本薬学会ビル１階 会議室 C 

第２回 令和元年 11月 11 日（月）17:00～18:00 児童健全育成推進財団会議室 

第３回 令和元年 12月 16 日（月）10:00～12:30 国立青少年総合センター センター棟 405 

 

※令和２年 2月 28日（金）15:00～17:00 に最終回を開催予定であったが、新型コロナウイ

ルス感染予防の観点から開催を中止、企画・検討委員には書面での確認とした。 

 

（２）検討内容 

・事業概要の共有 

・ワークシップ実施方法の検討 

・子ども、保護者向けアンケートの項目検討 

・遊びのプログラムの普及効果の検証 

・事業全体のふりかえり 

・本事業の調査研究報告書の作成 

第 16回遊びのプログラム等に関する専門委員会 

令和３年３月 17 日 
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２．遊びのプログラムの開発と出前事業の実施及びその検証 

（１）遊びのプログラムの開発ワークショップの実施 

①コンセプト 

  平成 30 年に改正された児童館ガイドライン（以下児童館ガイドライン）に明記された大型

児童館の役割の中に、プログラムの企画・開発がある。その開発力を養うため、野外遊び、運

動遊び、発達支援の３カテゴリーで 1泊 2日の開発ワークショップを３箇所で行い、実際にプ

ログラムを開発した。研究メンバーは遊びを実践する小型児童館の視点を入れながら開発す

るため大型児童館・小型児童館ペアで募集した。 

  また、開発にあたり児童館ガイドラインのポイントである、子どもの主体性、合理的配慮を

加味することとした。詳しい実施イメージは図１、プログラム開発の視点は図２の通り。 

図１実施イメージ図 
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図２ 

プログラム開発の視点 

 

 

  

プログラムの開発イメージ 

 

 

 

 

 

ガイドラインは小型児童館を中心に、目指すべき方向性を示したもの 

 

 

 

 

 

 

 

児童館ガイドラインに記された大型児童館の役割 
都道府県内児童館等で活用できる各種遊びのプログラムを開発し、多くの子

どもが遊びを体験できるようにその普及を図る 

プログラム１ 

例 

 

 

 

野外遊び 

プログラム２ 

例 

 

 

 

プログラム３ 

例 

 

 

 

運動遊び 発達支援 

移動児童館での実践 

実践交流会での発表 

児童館ガイドラインのポイント 

Ａ．子どもの主体性 

Ｂ．合理的配慮 

 

すべてにおいて子どもの主体性・合理的配慮を検討する 

例 

 

 

 

多彩な遊びのプログラム 
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福祉新聞（令和元年 7月 29 日）掲載 

 

 

 

福祉新聞（令和元年 12月 23 日）掲載 

 

 


